
将来の労働形態と業務の対応イメージ

種別 雇用契約 主な労働形態

◆事業第一線のプレイングマネージャー

　（営業・設備保守等のオペレーショナル業務を自己完結的に実施できる人材）

◆本社等企画業務

　・経営、設備、販売等戦略策定等

◆お客様サービス、設備運営等の各部門等業務運営方針の策定

◆設備業務（設備構築・設備保守・ネットワークオペレーション等

◆サービス開発、研究開発

◆営業業務

　・ソリューション営業、相互接続　　　　　　　等

・ハイパー契約社員 ◆専門業務（スキル・ノウハウが必要な業務）

有期雇用契約 ・一般契約社員 　・ソリューション（上位レイヤSE)

・常勤嘱託社員 　・サービス開発（マーケティング・企画）　　　等

◆オペレーショナル業務

・６０歳超え契約社員 　・受付等（116.、SOC、料金、113）

有期雇用契約 ・一般契約社員 　・バックヤード

・臨時雇 　・営業・設備保守

◆本社等企画業務支援

　・各種データの投入・集計・整理

　・各種文書等作成　　　　　　　　　　　　　　　等

業務（例）

長期蓄積能力
活用型グループ

高度専門能力
活用型グループ

雇用柔軟型
グループ

・東日本社員
（在籍出向社員を含
む）
・退職・再雇用社員
・自社社員社員

・人材派遣社員

期間の
定めのない
雇用契約

人材派遣契約

H 1 7年 度 雇 用 形 態 ・処 遇 体 系 の 多 様 化 ス ケ ジ ュ ー ル

社 員 周 知 （都 道 県 域 会 社 等 労 働 条 件 等 説 明 ）

面 談 等 実 施

1月 下 旬 雇 用 形 態 選 択 通 知 書 の 提 出

2月 下 旬 会 社 決 定 通 知 （辞 職 承 認 通 知 書 交 付 ）

上 旬 内 定 通 知 書 交 付

31日 退 職

4月 1日 再 雇 用 （採 用 通 知 書 交 付 、誓 約 書 受 領 ）

12月

3月

下 旬

今
回
で
５
年
目
、
毎
年

多
く
の
仲
間
が
悩
み
深
い

選
択
を
迫
ら
れ
悩
ん
で
い

ま
す
。

50
歳
と
い
え
ば
、
働
き

盛
り
で
あ
る
と
同
時
に
子

供
の
学
費
や
家
の
ロ
ー
ン

な
ど
出
費
の
多
い
年
代
で

も
あ
り
ま
す
。
人
生
の
半

ば
を
超
え
こ
れ
か
ら
生
活

設
計
を
変
え
る
こ
と
や
、

新
し
い
仕
事
を
覚
え
る
こ

と
に
も
困
難
な
年
代
と
も

い
え
ま
す
。

こ
の
間
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

を
選
択
し
た
仲
間
は
、
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
の
訪
問
営
業
、
法

人
営
業
、
技
術
部
な
ど
主

に
首
都
圏
で
働
い
て
い
ま

す
。
東
北
、
北
海
道
か
ら

の
単
身
赴
任
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
働
き
続
け

て
い
ま
す
。

１
月
下
旬
が
雇
用
選
択

通
知
書
の
提
出
で
す
が
、

１
人
で
悩
ま
ず
、
Ｎ
関
労

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
選
択
者
の
Ｗ
さ

ん
は
、
次
の
よ
う
に
訴
え

て
い
ま
す
。

「今
の
職
場
に
今
の
賃
金

で
今
の
仕
事
で
い
ま
ま
で

ど
お
り
働
き
た
い
。
こ
の

当
た
り
前
の
思
い
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ

職
場
で
は
で
き
な
い
の
か
、

な
ぜ
こ
ん
な
職
場
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
、
憤
り
を

感
じ
ま
す
。
30
年
以
上
も

会
社
の
た
め
に
働
い
て
き

た
の
に
50
歳
に
な
っ
た
か

ら
と
言
っ
て
、
今
の
職
場
に

残
り
た
い
な
ら
、
賃
金
25

％
ダ
ウ
ン
。
こ
ん
な
理
不

尽
な
会
社
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険

料
は
労
使
折
半
、
厚
生
年

金
基
金
掛
金
も
ほ
ぼ
折
半

と
、
会
社
も
負
担
し
て
い

る
が
、
賃
下
げ
で
会
社
の

負
担
は
軽
く
な
る
一
方
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
年
金

支
給
額
が
減
る
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
年
金
は
本
人

が
死
亡
す
る
ま
で
減
額
さ

れ
て
し
ま
う
」

Ｍ
さ
ん
は
、
「
育
児
に
金

が
か
か
り
、
生
活
は
大
変
。

こ
の
上
、
15
％
減
さ
れ
た

ら
た
ま
ら
な
い
」
と
い
い
ま

す
。
Ｎ
関
労
の
旗
の
も
と
、

賃
金
減
額
反
対
、
退
職
再

雇
用
制
度
反
対
の
闘
い
に

立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
！
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
現
在
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
と
の
間
で
「
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
グ
ル
ー
プ
に

お
け
る
今
後
の
人
員
政
策
」

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、

「
大
量
退
職
期
の
到
来
に

よ
る
大
幅
な
人
員
減
が
生

じ
て
い
く
」
と
し
て
、
社
員

と
外
部
労
働
力
の
位
置
づ

け
・
役
割
を
、
表
「
将
来
の

労
働
形
態
と
業
務
の
対
応

イ
メ
ー
ジ
」
の
よ
う
に
示
し

て
い
る
。

そ
し
て
現
在
、
①
１
１
６

業
務
の
委
託
拡
大
、
夜
間

受
付
体
制
の
見
直
し
、
②

料
金
請
求
等
に
関
す
る
問

合
せ
受
付
業
務
の
運
営
体

制
の
見
直
し
、
③
光
１
１
３

セ
ン
タ
（
仮
称
）
の
設
置
に

つ
い
て
論
議
中
で
あ
り
、
こ

の
業
務
見
直
し
で
創
出
さ

れ
た
人
員
を
、
現
行
業
務

で
充
実
必
要
分
野
や
IP
・

BB
事
業
分
野
等
へ
配
置
す

る
。
ま
た
、
社
員
で
実
施

す
る
行
美
以
外
に
お
い
て

労
働
力
不
足
が
生
じ
た
場

合
は
、
「
将
来
の
労
働
形

態
と
業
務
の
対
応
イ
メ
ー

ジ
」
を
踏
ま
え
て
対
応
す

る
、
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
の
仕
事
、
仲

間
を
「選
択
」
し
た
労
働
者

は
、
踏
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
。

許
せ
な
い
。
「
現
地
・
現
職
」

な
ど
、
舌
の
根
も
乾
か
な

い
の
に
す
で
に
反
古
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
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今
年
も
雇
用
選
択
を
迫
っ
て
き
た
。
会
社
の
「
50
才
定
年
＝
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
辞
め

ろ
」
と
い
う
攻
撃
に
対
し
て
、
多
く
の
仲
間
が
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
（
全
国
配
転
）
か
、
Ｏ
Ｓ
選

択
か
」
で
悩
ん
で
い
る
。
自
ら
「
辞
め
る
」
と
何
故
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。
賃
下
げ
、
雇
用
不
安
の
中
に
身
を
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
“
50

の
春
”
を
泣
か
せ
る
な
。

Ｎ
関
労
は
、
仕
事
と
生
活
不
安
の
元
凶
と
な
っ
て
い
る
「
５
０
歳
退
職
・
再
雇

用
制
度
」
を
廃
止
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。

お気軽にご相談下さい！

■Ｎ関労に加入し、生活と権利を守ろう！ あなたの加入をお待ちしています。 ℡03-5820-2070



新 成 果 手 当 （初 回 評 価 0 6年 1 2月 予 定 ）と の 比 較 単 位 ：円

５ 級 ４ 級 ３ 級 ２ 級 １ 級 ３ 級 ２ 級 １ 級

S A 6 2 ,6 0 0 6 5 ,3 0 0 6 6 ,8 0 0 7 6 ,9 0 0 8 5 ,8 0 0 9 4 ,6 0 0 1 0 2 ,5 0 0 1 2 ,2 0 0

A 5 4 ,6 0 0 5 7 ,3 0 0 5 8 ,8 0 0 6 7 ,9 0 0 7 5 ,8 0 0 8 2 ,6 0 0 8 9 ,5 0 0 9 8 ,2 0 0

B 4 6 ,6 0 0 4 9 ,3 0 0 5 0 ,8 0 0 5 8 ,9 0 0 6 5 ,8 0 0 7 0 ,6 0 0 7 6 ,5 0 0 8 4 ,2 0 0

C 3 8 ,6 0 0 4 1 ,3 0 0 4 2 ,8 0 0 4 9 ,9 0 0 5 5 ,8 0 0 5 8 ,6 0 0 6 3 ,5 0 0 7 0 ,2 0 0

D 3 0 ,6 0 0 3 3 ,3 0 0 3 4 ,8 0 0 4 0 ,9 0 0 4 5 ,8 0 0 4 6 ,6 0 0 5 0 ,5 0 0 5 6 ,2 0 0

２ ０ 歳 ２ ７歳 ３ ４歳 ３ ９歳 ５ ０歳 ５ ０歳 ５ ０ 歳 ５ ０ 歳

＋ 2 ,1 4 0 - 3 7 0 - 5 ,2 6 0 - 5 ,5 4 0 - 5 ,2 4 0 - 4 ,7 6 0 - 4 ,5 0 0 - 3 ,4 4 0

一 般 資 格 エ キ ス パ ー ト 資 格

C評 価 に よ る 差 額

新
成
果
手
当

(

評
価

）

移
行
時
の

切
替
成
果

手
当
と
の

比
較

現行扶養手当（基準内賃金） 4.4ヵ月分　単位：円

配偶者 扶養手当 月例分年額 特別手当分年額 総計

なし 0 18,700 224,400 82,280 306,680

35歳未満 6,400 25,100 301,200 110,440 411,640

35歳以上41歳未満 7,400 26,100 313,200 114,840 428,040

41歳以上55歳未満 8,400 27,100 325,200 119,240 444,440

55歳以上 6,400 25,100 301,200 110,440 411,640

「見直し」扶養手当（基準外賃金） 4.4ヵ月分　単位：円

配偶者 扶養手当 月例分年額 特別手当分年額 総計

なし 0 19,300 231,600 0 231,600

1人 11,500 30,800 369,600 0 369,600

2人 18,000 37,300 447,600 0 447,600

3人 20,100 39,400 472,800 0 472,800

4人 21,100 40,400 484,800 0 484,800

5人 22,100 41,400 496,800 0 496,800

その他扶養

18,700

その他扶養

19,300

年
齢
賃
金
は
３
／
８
が
基
準
外

と
な
る
成
果
手
当(

下
表)

に
移
行

さ
れ
ま
す
。
一
般
一
級
で
は
SA
と

Ｄ
で
は
４
万
円(

今
ま
で
の
倍)

と
な

り
ま
す
。
そ
し
て
移
行
時
の
成
果

手
当
は
06
年
12
月
の
第
一
回
評
価

で
は
Ｃ
評
価
で
は
一
般
一
級
で
は

５
２
４
０
円
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
に
年
２
回
の
評
価
は
競
争
に

明
け
暮
れ
、
た
ま
っ
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

配
偶
者
の
み
で
は
６
０
０
円
の
増

が
提
案
さ
れ
て
ま
す
が
、
ボ
ー
ナ

ス
を
考
え
る
と
年
収
が
７
５
０
８
０

円
も
減
額
に
な
り
ま
す
。
配
偶
者

と
扶
養
二
人
で
ト
ン
ト
ン
で
す
。

新
制
度
で
は
ボ
ー
ナ
ス
の
算
定

基
礎
額
で
あ
っ
た
基
準
内
賃
金
が

大
幅
に
現
に
な
り
ま
す
。
前
年
実

績
で
２
０
万
円
以
上
の
年
収
が
減

額
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
成

果
主
義
賃
金
は
、

人
間
ら
し
く
生

き
る
人
生
と
切

り
離
さ
れ
た
形

で
、
完
全
な
労

働
力
商
品
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す

「
ち
ょ
っ
と
腐
っ
た
な
」
と
か
「
売

れ
残
っ
た
な
」
と
言
っ
て
、
捨
て
ら

れ
て
し
ま
う
わ
け
で
し
ょ
う
。
で
も

人
間
は
、
そ
ん
な
も
の
と
は
違
い
ま

す
。完

全
な
商
品
に
は
な
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
人
々
が
根
本
的

な
矛
盾
と
直
面
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

「
こ
ん
な
成
果
主
義
賃
金
の
働
か

さ
れ
方
を
し
て
い
て
、
20
代
の
人

が
30
代
、
40
代
、
50
代
と
生
き
て
い

け
る
の
か
」
と
い
う
根
本
的
な
問
い

か
け
を
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
関
労
は
、
成
果
主
義
賃
金
制

度
廃
止
を
要
求
し
続
け
ま
す
。

10
月
22
日
、
Ｎ
関
労
東
第
５
回

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
東
日
本
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ-

２
合
理
化
の
中
で
、
「介
護
休
業
法
」

を
無
視
し
、
配
転
を
し
て
き
た
Ｈ

さ
ん
の
闘
い
、
「
無
呼
吸
症
候
群
」

の
Ｙ
さ
ん
に
片
道
３
時
間
の
遠
距

離
通
勤
を
強
い
る
問
題
等
、
い
わ

ゆ
る
「
満
了
型
」
を
「
選
択
」
し
た

労
働
者
の
実
態
が
、
そ
し
て
、
１
１

３
、
１
１
６
を
は
じ
め
と
す
る
Ｏ
Ｓ

職
場
の
状
況
が
赤
裸
々
に
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
賃
金
制
度
改
悪
は
、

基
準
内
賃
金
減
少
、
ボ
ー
ナ
ス
減

少
、
扶
養
手
当
減
少
、
と
ま
さ
に

総
人
件
費
の
削
減
で
あ
り
、
「
団

結
」
を
破
壊
す
る
攻
撃
で
す
。
企

業
年
金
改
悪
の
申
請
も
厚
労
省
に

出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
こ
の

１
年
間
組
合
員
が
確
実
に
増
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
闘
う
仲
間

を
増
や
し
、
生
活
と
権
利
を
守
り
、

１
人
の
首
切
り
も
許
さ
な
い
闘
い

を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

大
会
後
、
①
50
歳
退
職
・
視
雇

用
制
度
廃
止
、
②
ME
等
会
社
の
労

働
条
件
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
準
拠
さ
せ
る

こ
と
、
③
「
成
果
・
業
績
」
主
義
賃

金
制
度
廃
止
、
④
評
価
に
恣
意
的

評
価
や
思
想
差
別
を
持
ち
込
む

な
、
⑤
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
の

遵
守
、
⑥
年
金
改
悪
の
承
認
申
請

の
撤
回
、
な
ど
の
要
求
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
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年 金 事 務 局 に

「同意を取り消したい」と電話で申出て下さい。事務局は、撤回の

ための書類を送付してきますから、必要事項を記入の上返送する

と、「同意書」が返送されます。

「企業年金改悪の「同意書」を撤回しましょう

年金事務局 TEL（0120）55-8361

厚労省に、承認しないよう 要請していきましょう 。要請先

は下記のとおりです。

〒100-8916 東京都千代田区霞ヶ関1-2-2

厚生労働省 厚生労働大臣 殿

要請内容は、①生活実態、②「同意書」が管理者の脅し、
いじめのなかで書かされた実態、③職場から見たＮＴＴの経

営状態を記しながら「減額承認をしないよう 」要請しましょう 。

「組
織
改
革
ス
テ
ッ
プ
２
」
に
よ
っ
て
、
配
転

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
Ｈ
さ
ん
は
、
難
病
認
定

を
受
け
て
い
る
妻
の
介
護
、
家
事
、
子
育
て
が

で
き
る
条
件
の
確
保
の
た
め
、
「
介
護
・
休
業

法
」
第
26
条
を
遵
守
し
、
品
川
ツ
イ
ン
ズ
に
配

置
し
て
ほ
し
い
、
と
要
望
し
続
け
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
を
果
た

す
、
と
し
て
「
職
場
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
職

厚労省に承認しないよう要請しましょう

場
環
境
を
作
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

Ｈ
さ
ん
を
早
急
に
品
川
ツ
イ
ン
ズ
に
配
置
し
て

く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省
の
雇
用
均
等
室
等
が
「
Ｈ
さ
ん

は
介
護
休
業
法
に
該
当
し
、
配
慮
す
る
よ
う
」
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
指
導
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
厚
生
労

働
省
の
指
導
に
従
い
、
法
令
を
遵
守
し
品
川
ツ

イ
ン
ズ
に
配
置
し
て
く
だ
さ
い
。

「
安
心
の
シ
ス
テ
ム
」
で

あ
っ
た
年
齢
賃
金
の
廃
止

扶
養
手
当
も
基
準
外
へ

基
準
内
賃
金
の
大
幅
減

■Ｎ関労に加入し、生活と権利を守ろう！ あなたの加入をお待ちしています。 ℡03-5820-2070


